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設置の背景・概要　等

本邦におけるパーキンソン病をはじめとした運動障害疾患に対する治療は内科治療，外科治療，理学療法いずれにおいてもほとんど欧⽶における⼤規模試験の結
果に基づいたガイドラインにそって⾏われている。本寄付講座の使命として、多くの症例を集めてセンター化し、運動障害疾患に対してどのような治療法が⽇本⼈また
はアジア⼈にとって最適であるのかを効率的に検討し、そのための全ての治療法（内科，外科，理学療法）に最先端の知識，技術に精通した医師，研究者を
集め，分野横断的な体制で診療を⾏う movement disorder unit (MDU)を設置し、集まった症例に対する臨床研究を⾏う事で我が国から様々な情報発信
できる様な体制作りを主⽬的とする。さらに全国からの医師、看護師、理学療法⼠を対象とした運動障害疾患に対する臨床や研究の教育的センターになることを⽬
指す。
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